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鹿児島の昆虫50 花を裏切る昆虫，昆虫を裏切る花
昆虫担当 金井 賢一

花は昆虫に花粉を運んでもらい，報酬とし

て蜜を用意しています。昆虫はエサとして蜜

を受け取り，花粉を花から花へと運んでいま

す。美しい関係に見えますが，果たして本当

でしょうか？

ハナムグリの仲間は，花にやってきて蜜も

なめますが花粉も食べてしまいます。もし花

が用意する花粉が少ないと食べ尽くされ，花

にとっては蜜も花粉も取られ損になってしま

います。この場合には，食べられてもそれを

上 回 る 大 量 の

花 粉 を 用 意 す

る 方 向 に 進 化

が 進 み ま す 。

よ り 花 粉 を 多

く 作 る こ と が

できる個体が，

よ り 子 孫 を 多

く 残 せ る よ う

になるのです。

同じことが，ハナバチの仲間にも言えます。

ミツバチやマルハナバチなどは，成虫のエサ

としての蜜をおなかに入れて運び，巣に貯蔵

します。それとは別に，花粉も運んで巣にた

め込み，幼虫を育てるときに利用します。蜜

には炭水化物が豊富ですが，身体の骨組みを

作るタンパク質が足りません。花粉にはタン

パク質が豊富なのです。そのため，ハナバチ

の仲間には，

後ろ足に花粉

をためて運ぶ

ポケットを発

達させたもの

が見られます。

からだに付着

した花粉を前

足できれいに

集め，花粉ポケットにしまい込まれると，植

物にとってやはり取られ損になります。

別な方法として，おしべに触れずに蜜を盗

む や り 方 が あ

り ま す 。 ハ イ

ビ ス カ ス の よ

う な 大 き な 花

を つ け る も の

は ， 花 粉 を 出

す お し べ の 先

（ 葯 ） と 花 蜜

を 分 泌 す る 花

花粉まみれのハナムグリ

後足に花粉をためるハナバチ

イチモンジセセリの盗蜜

の奥とが離れて

います。小さな

虫はおしべに触

れずに蜜を飲む

ことができます。

これは花にとっ

て計算外の出来

事でしょう。ま

た，あごが発達

した昆虫では，

花びらの付け根に穴を空けて，おしべに触れ

ずに蜜を頂戴するものもいます。このように

花粉を運ぶことなく蜜だけ持ち去る行動を

「盗蜜」といいます。

植物の側でも，花にとって都合の良いよう

に昆虫を扱う性質が進化しています。

サトイモ科の

マムシグサなど

では，筒状の変

わった花を咲か

せます。この筒

の内側はツルツ

ルと滑りやすく，

昆虫が登って出

ることができま

せん。この花に

はハエの仲間が

やってきますが，

雄花が咲いてい

るときには下に

穴が空いていて，

花粉を身につけ

たハエが出て行

けるようになっ

ています。しか

し，雌花にはこ

の穴がありませ

ん。ハエは狭い

筒状の花の中を

行ったり来たり

しながらめしべ

に花粉をつけますが，花から出してはもらえ

ないのです。確実に受粉できるように，この

ような性質が進化したと考えられます。

花と昆虫とは必ずしも美しい共生関係にあ

るのではなく，お互いが自分の利益になるよ

うに振る舞っています。そこには時として，

相手にとって恐ろしい状況も存在しているの

です。

テッポウユリの根元から

盗蜜するハナムグリ

マムシグサの雄花

矢印部分から脱出できる

雌花の根元を切ったもの

ハエの仲間が死んでいます


